
平成 22 年度 予算要求事業調書
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　新耐震設計法(昭和56年)以前の基準により建築された校舎の中で、耐震診断により補強が困難
であると指摘された棟について改築を行います。

<目的>

<目標(平成24年度末)>
１　小・中学校校舎等の耐震化率　100％

<現状(平成21年度末見込み)>
１　小・中学校校舎等の耐震化率　約59％

<課題>

〈今後の予定〉

１　耐震診断の進捗により、対象施設数が増加した場合、事業費の増加が懸念されます。

２　浦和別所小学校校舎改築事業においては、埋蔵文化財の発掘調査結果により、新校舎建設
　工事の工期延長の可能性があります。

　平成22年度から平成23年度にかけて浦和別所小学校１棟、与野西中学校１棟の計２棟の改築工
事を実施し、耐震化を図ります。

小・中学校校舎耐震改築事業(浦和別所小学校外１校)(小学校校舎増改築事
業・中学校校舎増改築事業)
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市有建築物保全事業

予算要求事業の概要

根拠法令等 建築物の耐震改修の促進に関する法律、市有建築物の耐震化実施計画
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　学校施設は、児童・生徒が一日の大半を過ごす学習、生活の場であり、非常災害時には地域住
民の緊急避難場所としての役割を果たすことから、耐震化を図り、その安全性を確保することを
目的としています。
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２　予算要求の内容と査定結果 (単位：千円）

金　額
<積算内訳>
１　小・中学校校舎の改築 125,300
[主な内容]
(１)浦和別所小学校

21 ① 市債 69,500 　　仮設校舎賃貸借、校舎解体工事、給水設備外切り廻し工事
② 一般財源 55,800 (２)与野西中学校

　　校舎改築基本実施設計

<積算内訳>
１　小・中学校校舎の改築 949,460
[主な内容]
(１)浦和別所小学校
　　仮設校舎賃貸借、校舎解体工事、改築工事
(２)与野西中学校
　　仮設校舎賃貸借、校舎解体工事、改築工事

<要求理由>
① 国庫支出金 74,017
② 諸収入 120
③ 市債 417,500
④ 一般財源 457,823

<査定内容>
１　小・中学校校舎の改築 901,000
[主な内容]
(１)浦和別所小学校
　　仮設校舎賃貸借、校舎解体工事、改築工事
(２)与野西中学校
　　仮設校舎賃貸借、校舎解体工事、改築工事

22

<査定理由>
① 国庫支出金 73,519
② 諸収入 120
③ 市債 398,400
④ 一般財源 428,961

<査定内容>
　同上

<査定理由>
① 国庫支出金 73,519
② 諸収入 120
③ 市債 398,400
④ 一般財源 428,961
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　財政局長査定の内容及び理由について、適正と認められるため、
財政局原案のとおりとしました。

財源内訳

財源内訳

財源内訳

財源内訳

901,000
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　学校施設は、児童生徒が一日の大半を過ごす学習、生活の場であ
り、非常災害時には地域住民の緊急避難場所としての役割を果たす
ことから、耐震化を図り施設の安全性を確保する必要があるため、
必要な経費を要求するものです。

　校舎改築に係る経費について、これまでの同様事業の実績を参考
にして精査しました。
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